「お客様で ございます ようご 

と 女中 は 思 入 たっぷりの 取次 を、 ちっとも 先方 気 

が 着かず で、 つい 通りの 返事 をされ たも どかし さに、 

おど かんばし 

声で 威して 甲走る。 

び つ くリ がらす まど 

吃驚して、 ひょいと 顔 を 上げる と、 横 合から 硝子 窓 

て-りて-り .？> 1. こまお 

へ 照々 と 当る 日が、 片頰へ かつと 射した ので、 ばちば 

またた 

ちと 瞬 いた。 

「そんなに 吃驚なさい ませんでも ようご ざいます ご 

となお さら 可 笑が る。 

まじめ 

謙 造 は 一 向 真面目で、 

「何とい う 人 だ。 名札 は あるかい。」 



「いいえ、 名札なん か t りません。 誰も 知らない もの 

のない 方で ございます。 ほほ ほ、」 

「そり や 知らない ものの ない 人 かも 知れん がね、 よそ 

から 来た 私に や、 名 を 聞かな くつち や 分らん じ やない 

か、 どなた だよ ご 

まゆ ひそ 

と 眉 を 顰める。 

「そんな 顔 をな すった つてよう ございます。 ちっとも 

恐く はありません わ。 今にす ぐに ニヤ ニヤと お笑いな 

さろうと 思って。 昨夜 あんなに 晚 うくお 帰りなさい ま 

した 癖に、」 

「いや、」 



いきなり せんりゅう ぉリ がみ 

突然 川柳で 折紙つ きの、 (あり) という 鼻 を ひこつ 

かせて、 

い にお こうすい 

「旦那、 まあ、 あら、 まあ、 あら 良い 香い、 何て 香水 

を 召したん でございます。 フン、」 

ぎょうさん っリこ 

といい 方が 仰山な のに、 こっち もつ い 釣 込まれて、 

「どこに も 香水なん ぞぁリ はしない よご 

「じ や、 あの 床の間の 花 かしら、」 

ひときわ っッこ 

と 一 際 首 を 突 込みながら、 

「花と いえば、 あなたお あい 遊ばす ので ございましよ 

うね、 お通し 申しましても いいんで すね ご 

じょうだん 

「串戯 じ やない。 何とい う 人 だとい うに、」 



とも 申 上げ はしません のに。 いいえ、 そうじゃな いん 

です よ。 お気の毒 様 だと 申し ましたの は、 あなた は 

きっと 美しい※ 〔# 「女+ (「第— 竹」 の 「コ」 に 代えて 

「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 286-4U さんだ と 思って 

おいでなさい ましょう。 でしよう、 でしよう。 

ところが、 どうして、 跛で、 めつ かちで、 出 尻で、 

おまけに、」 

といい かけて、 また フンと 嗅いで、 

「ほんと にどう したら、 こんな 良い 匂が、」 

とひよ いと 横 を 向いて 顔 を 廊下へ 出した と 思う と、 

ぎよ ッ としたよ うに 戸口 を 開いて、 斜ッ かけに、 



「あら、 まあ！」 

うかが 

「お 伺 い 下す つ て？」 

うちわ はっき：：' すずし かべ つ 

と 内 端ながら 判然とした 清 い 声が、 壁に 附 いて 廊 

下で 聞え る。 

かお つき 

女中 はぼッ とした 顔色で、 

「まあ！」 

「お 帳場に お待ち 申して おり ましたんで すけれ ども、 

おかみ さんが 二階へ 行って いいから、 とそうお つ 

しゃつ て 下さいました もんです から …… 」 

しとやか ものごし た いが い つぼみ さ 

と 優容な 物腰。 大概、 荅 から 咲き かかった まで、 花 

の 香 を 伝えた から、 跛 も、 めつ かち も 聞いた であろう 



ふばこ ささ あつ ばれ ふうさい しゅく あさがお 

文箱 を 捧げぬ ばかり、 天晴、 風采、 池 田の 宿より 朝顔 

が 参って 候 。 

まご 

謙 造 は、 一 目 見て、 紛 うべ くも あらず、 それと 知つ 

た。 

げいしゃ ゆうべ えんかい よきょう もよお 

この 芸妓 は、 昨夜の 宴会の 余興に とて、 催しの あつ 

た 熊 野の 踊に、 朝顔に 扮 した 美人で ある。 

じょしゅ じんこう つと くら 

女 主人公の 熊 野 を 勤めた 婦人 は、 このお 腰元に 較べ 

しなかたち おと ひょうたん 

ていたく 品形が 劣って いたので、 なぜ あの 瓢簞 のよ 

ねじめ け お 

うなの がシテ をす る。 根 占の 花に 蹴落されて 色の 無 さ 

あやし きりょう たちまさ 

よ、 と 怪んで 聞く と、 芸も 容色 も 立 優った 朝顔 だけれ 

ど、 —— 名 はお 君と いう —— その t は 熊 野 を 踊る と、 



わず しさい 

後でき つと 煩ら うとの 事。 仔細 を 聞く と、 させる 

キ J± 1 つぐ 1 つ 

境遇で あるた めに、 親の 死 目に 合わなかった からで 

あろう、 と 云った。 

不幸で 沈んだ と 名乗る 淵 はない けれども、 孝心な と 

なつか ころも おもかげ 

聞けば 懐し い 流れの 花の、 旅の 衣の 俤 に 立った の 

が、 しがら みか かる 部屋の 入口。 

謙 造 はいそい そと、 

「どうして。 さあ、 こちらへ ご 

ぎょうぎ なな おしだ 

と 行儀 わるく、 火鉢 を 斜めに 押出しながら、 

「ずっとお 入ん なさい、 構 やしま せんご 

「はいご 



「その 事で。 ああ、 なるほど 言いました よご 

ふち ひじ も ほほえ 

と 火鉢の 縁に 軽く 肱 を 凭た せて、 謙 造 は 微笑みな が 

ら、 

「本来なら、 こり やお 前さん がた が、 客へ お世辞に 云 

う 事だった ね。 誰かに i: てい らっしゃる なぞと 思わせ 

あちこち 

ぶり を …… ちと 反対だった ね。 言いました。 ああ、 肖 

ている、 肖て いる ッて。 

そうです、 確に そう 云った 事 を 覚えて いるよ ご 

し ざぶとん ひざう す 

お 君 は 敷け と 云って 差 出された 座蒲団より 膝 薄う、 

かたわら 

その 傍 へ 片手 をつ いたな りで いたので ある。 が、 



で 引 靡け て 

「気に いたし ますの、 なんの つて、 そういう わけで は 

うかが 

ございません。 あの …… 伺いました 上で、 それにつ 

たず ふしめ 

きまして 少々 お尋ねし たいと 存じまして ご と 俯 目に 

ま つげ 

なった、 睫毛が 濃い。 

「聞きましょう とも。 その 肖た という 事の 次第 を 話す 

だいぶ まぶ 

がね、 まあ、 もっとお 寄ん なさい。 大分 眩しそう だ。 

どうも、 まともに 日が 射す からね。 さあ、 遠慮 をし な 

いで、 お敷きなさい。 こうして 尋ねて 来な すった 時 は 

お客様 じ やない か。 1! 張って、 威張って ご 

「いいえ、 どういたしまして、 それで は …… 」 



しかし 眩 ゆかったろう、 下搔を 引いて 座 をず らした、 

かべ なかば もと あ よ 

壁の 中央に 柱が 許、 肩に 浴びた 日 を 避けて、 朝顔 はら 

りと 咲き かわりぬ。 

ま 

「実はもう ちっと 間が あると、 お前さんが 望みと あれ 

ば、 今夜に もまた 昨夜の 家へ 出向いて 行って、 陽気に 

一 つ 話 をす るんだ がね、 もう 東京へ 発 程んだ からそう 

して はいられな いご 

「はい、 あの、 私 も それ を 承りました ので、 お帰りに 

さき とん じゃま 

なりません 前と 存じまして、 お 宿へ、 飛 だお 邪魔 をい 

たしまして ございま すの ご 

「宿へ お^は 構わん が、 こんな 処で 話して はちと 真面 



目になる から、 事が 面倒に なり はしない かと 思 うんだ 

，、ゝ o 

力 

ゆうべ はいばん ろうぜき 

そうかと 云って 昨夜の ような、 杯盤 狼藉と いう 場所 

も 困 るんだ よ。 

はかま ぃリ 

実は 墓 参詣の 事 だから、」 

てもと 

と 云い かけて、 だんだん 火鉢 を 手許へ 引いた のに 心 

着いて、 一 膝下って 向う へ 圧して、 

「お前さん、 煙草 は？」 

だま にっこり 

黙って 莞爾 する。 

「喫む だろう ご 

なまいき 

「生意気で ございま すわ。」 



とまた 片手 をつ いた。 胸へ 気が 籠った か、 乳の あた 

リ がふ つ くりとなる。 

た わい あらたま 

「余 リ気を 入れる と 他愛がない よ。 ちっとこう 更 つ 

て は 取 留めの ない 事なん だから。 いい かい、」 

ともの 優しく 念 を 入れて、 

こども つばき 

「私 は 小児の 時だった から、 唾 をつ けて、 こう 引返す 

と、 台な しに 汚す と 云って！^ がった つけ。 死んだ 阿 母 

つい かるた 

が 大事に していた、 絵 も、 歌の 文字 も、 対の 歌留多が 

ごく さ いしき きれい 

別に あってね、 極彩色の 口絵の 八 九 枚 入った、 綺麗な 

おぐら ひゃくにんいっしゅ 

本の 小 倉 百 人 一 首と いうの が 一 冊あった。 

その 中の ね、 女 用 文章の 処を 開ける と …… 」 と 畳の 



にっこり こども つくえ 

むように して、 莞爾 している と、 小児 は 行儀よ く 机 に 

向って、 草紙に 手 習のと ころなん だが ね。 

きもの しまがら 

今でも、 その 絵が 目に 着いて いる。 衣服の 縞柄 も 

まこと はだあい かな 

真 にしな やかに、 よく その 膚 合に 叶った という 工合で。 

こども 

小児の 背中に、 その 膝に ついた 手の 仕切がなかったら、 

う つ りが 

膚 < さぞ 移 香 もす るだろう と 思うよう に、 ふ つ くりと 

つま さば ひきまわ こども かば 

なだらかに 棲 を 捌いて、 こう 引 廻した 裾が、 小児 を 庇つ 

じょう こち 

たように、 しんせつに 情が 籠って いたんだ よ。 

大袈裟に 聞え よう けれども。 

私 は、 その 絵が 大好きで、 開けち や、 見い 見い した 

ぁナ 

もんだ から、 百人一首 を 持 出して、 さっと 開る と、 ま 



たいつ でも そこが 出る。 

この※ 〔# 「女+ (「第— 竹」 の 「コ」 に 代えて 「ノ」 )、 

「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 295-£ さん は 誰 だい？ と 聞く 

おふくろ ねえ 

と 阿 母が、 それ はお 向う の※ 〔# 「女+ (「第-竹」 の 「コ」 

に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 295-4U さんだ 

よ、 と 言い 言いし たんだ。 

そのお 向う の※ 〔# 「女+ (「第 —竹」 の 「コ」 に 代えて 

「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 295-6U さんと いうのに 

…… お前さんが 肖て いるんだ がね —— まあ、 お聞き 

よご 

「は あ、」 



と睜 つた 目が うつくしく、 その 俤 が 映りそう。 

どぞう ふたと まえ こ う し ど なら 

「お 向う というの は、 前に 土蔵が 二 戸前。 格子戸に 並 

ん でいた 大家で ね。 私の 家なん ぞと は、 すっかり 暮向 

ちが 

きが 違う 上に、 金 貸 だそう だった よ。 何となく 近所と 

の 隔てが あつたし、 余り 人 づき あい を しないと いった 

風で。 出入 も 余計な し、 なおさら 奥行が 深く つて、 裏 

こどもごころ 

は どこの 国まで 続いて いるんだ か、 小児 心に は 知れな 

いほ どだった から、 つ ぃぞ 遊びに 行った 事 もなければ、 

時々、 門口 じ や、 その※ 〔# 「女 + (「第-竹」 の 「コ」 

に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 295-14〕 さんと 

いうの の 母親に 口 を 利かれる 事が あっても、 こっち は 



して 寝た つ けが。 

みばん でんじ でんぱた もちこみ 

三晚 ばかり 続いた よ。 田地 田 畠 持 込で 養子が 来たん 

です。 

その 養子と いうの は、 日に やけた 色の 赤黒い、 巌乗 

づ くりの 小 造な 男 だつ け。 何だか 目の 光る、 ちとき よ 

せっかち 

ときよと する、 性急な 人 さ。 

せっかち もも 

性急な こと をよ く 覚えて いる 訳 は、 桃 を 上げる から 

一 所に おいで。 ※ 〔# 「女 + (「第 —竹」 の 「コ」 に 代えて 

「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 299-2U さんが、 そう 云つ 

ぼう 

た、 坊を 連れて行け という からと、 私 を 誘って くれた 

んだ。 



例の 巾着 をつ けて、 いそいそ 手を曳 かれて 連れられ 

きれ い ぼうし かぶ 

たんだが、 髪 を 綺麗に 分けて、 帽子 を 冠らないで、 確 

かその 頃 流行った らしい。 手 甲 見た ような、 腕へ だけ 

は もえ ギ. J しゃつ 

嵌まる 毛糸で 編んだ、 萌 黄の 手袋 を 嵌めて、 赤い 襯衣 

を 着て、 例の 目 を 光らして いたの さ。 私 は その 娘さん 

が、 あとから 来る のだろう、 来る のだろう と、 見返 リ 

みち 

見返りしながら 手を曳 かれて 行った が、 なかなか 路は 

遠かった。 

おぶ まちはずれ 

途中で 負って くれたり なん ぞ して、 何でも 町尽へ 

さびし えの き 

出て、 寂い 処を 通って、 しばらく すると、 大きな 稷 

しみず わ 

の 下に、 清水が 湧いて いて、 そこで 冷い 水 を 飲んだ 気 



がする。 清水に は 柵が 結って あってね、 昼間だった か 

つ しょうぎ 

ら、 点けち やなかった が、 床几の 上に、 何とか 書いた 

あんどん 

行燈の 出て いたの を 覚えて いる。 

そこで ひとしきり、 人通りが あって、 もうち と 行く 

と、 また ひっそりして、 やがて 大きな 桑 畠へ 入って、 

あの 熟 した 桑の 実 を 取って 食べながら 通る と、 二三 

人 葉 を 摘んで いた、 ^舎の 婦人が あって、 養子 を 見る 

あわ たす き じ ぎ 

と、 慌てて 櫸を はずして、 お辞儀 をした がね、 そこが 

養子の 実家だった。 

ももば たけ 

地続きの 桃 畠 へ 入る と、 さあ、 たくさん 取れ、 今 じ や、 

※ 〔# 「女 + (「第 I 竹」 の 「コ」 に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 



正字」、 U+59CA、 300-2U さんの ものに なつたん だから、 

いつでも 来る がいい。 まだ、 瓜 も ある、 西瓜 も 出来る、 

と 嬉しがらせて、 どう だ。 坊は 家の 児に ならん か、 ※ 

〔# 「女 + (「第 I 竹」 の 「コ」 に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 

U + 59CA、 300-4U さんがいい 児に する ぜ。 

厭か、 爺 婆が & るから。 …… そうだろう。 あんな 奴 

は、 今に おれが たたき 殺して やろう、 と 恐ろしく 意気 

えだ ひん ひとつ 

込んで、 飛 上って、 高い 枝の 桃の 実 を 引 もぎって 一個 

くれたんだ。 

帰途 は、 その 清水の 処 あたりで、 もう 曰が 暮れた。 

まば あ 

婆が やかまし いから 急ごう、 と 云う と、 髪 を ばらり と 



振って、 私の 手 をむ ずと 取って 駆 出したん だが、 引 立 

うで も ちゅう つま 

てた 腕が 椀げる ように 痛む、 足も宙 で 息が 詰った。 

養子 は、 と 見る と、 目が 血走って いよう じ やない か。 

よこだき 

泣 出した もんだ から、 横 抱に して 飛んで 帰った がね。 

私 は 何だか 顔 は あかし、 天狗に さらわれて 行った よう 

な 気がした。 抉に 入れた 桃の 実は 途中で 振 落して 一 つ 

もない。 

そり やい いが、 半年 経たない 内に その 男 は 離縁に 

なった。 

あら ねえ 

だんだん 気が 荒くな つて、 ※ 〔# 「女 + (「第— 竹」 の 

「コ」 に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 301-U さ 



んの たぶ さ を 摑んで 打った、 とかで、 田地 は 取上げ、 

という 評判で ね、 風の 便りに 聞く と、 その 養子 は 気が 

違 つ てし ま つたそう だよ。 

のち ばんがた 

その後、 晚 方の 事だった。 私 はまた 例の 百人一首 を 

持 出して、 おなじ 処を 開けて 腹這いで 見て いた。 その 

絵 を 見る 時 は、 きっと、 この※ 〔# 「女+ (「第— 竹」 の 

「コ」 に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 301-5U さ 

きま 

んは 誰？ と 云って 聞く のがお 極り のよう だった がね。 

また 尋ねようと 思って、 阿 母 は、 と 見る と、 秋の 暮方 

の 事 だつ け。 ずっと 病気で 寝て いたのが、 ちと 心 持が 

とこ ひじ まど そで 

よかった か、 床 を 出て、 二階の 臂 かけ 窓に 袖 を かけて、 



つやつや まげ あさぎし ぼ てが ら 

「その 時 は、 艷々 した 丸鬍 に、 浅葱 絞りの 手柄 を かけ 

のぞ 

ていな すった。 ト 私が 視 いた 時、 くるりと 向う むきに 

なって、 格子戸へ 顔 をつ けて、 両袖で その 白い 顔 を 包 

んで、 消えそう な 後 姿で、 ふるえながら 泣きな すった つ 

け。 

桑の 実の 小母さん 許へ、 ※〔サ 「女+ (「第-竹」 の 「コ」 

に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 302-8U さん を 

まう 

連れて行って お上げ、 坊や は 知って るね、 と 云って、 



おふくろ 

阿 母 は 横 抱に、 しっかり 私 を 胸へ 抱いて、 

こんな、 お腹 をして、 可齊 相に …… と 云う と、 熱い 

たま くび 

珠が、 はら はらと 私の 頸へ 落ちた ご 

ハ ンケチ さき ひきく わ きみ 

と 見る と 手 巾の 尖 を引啣 えて、 お 君の 肩 はぶる ぶる 

しらは つゆ おのの 

と 動いた。 白 歯の 色 も 涙の 露、 音す るば かり 戦いて。 

ことば ためいき 

言 を 折られて、 謙 造 は 溜息した。 

「あなた、 もし、」 

と 涙声で、 つと、 腰 を 浮かして 寄って、 火鉢に かけ 

ふ る 

た 指の 尖が、 真白に 震えながら、 

「その 百 人 一 首 も 焼けて なくなつ たんで ございま すか _ 

私、 私 は、 お 墓 もど こだか 存じません ご 



と 引出して 目に 当てた 襦袢の 袖の 燃 ゆる 色 も、 紅 

寒き 血に 見える。 

といき 

謙 造 は 太 息つ いて、 

「ああ、 そうです か、 じゃあ 里に 遣られな すった お 娘 

いんしん ふ つう 

なんです ね。 音信不通 という 風説だった が、 そうです 

ゝ o ヽ つヽ- 

力 レゃ 」 

ことば 

と 言 を 改めて、 

「二十 年 前の 事が、 今 目の前に 見える よう だ。 お 察し 

申します。 

おふくろ おやじ お 

私 も、 その 頃 阿 母に 別れました。 今 じ や 父親 も 居ら 

はかしょ 

ん のです が、 しかし まあ、 墓所 を 知っている だけで も、 



よど たま ふとん 

と 云い 淀む と、 堪リ かねた か、 蒲団の 上へ、 はっと 

突 俯して 泣く のであった。 

ねむ ひざ 

謙 造 は 目 を 瞑って 腕 組した が、 おお、 と 小さく 膝 を 

> に！ 

叩いて、 

かんじん 

「余りの 事のお 気の毒 さ。 肝心の 事 を 忘れました。 あ 

なた、 あなた、」 

と 二 声に、 引 起された 涙の 顔。 

「こっちへ 来て ご覧な さいご 

謙 造 は 座 を 譲って、 

「こっちへ 来て、 ここへ、」 

もと むちゅう 

と 指さされた 窓の 許へ、 お 君 は、 夢中の ように、 つ 



もす る 気と で、 うっかり 言った が、 なるほど これ は、 

と 心 着いて、 急いで 言い 続けて、 

「鬼の 額 だよ、 額が 上って いるんだ よご 

「ど こに で) 」ざ います。 」 

なん おしむ 

と 何に か 押 向けられ たように 顔 を 向ける。 

こども 

「何、 何でもない、 ただ 絵なん だけれ ど、 小児の 時 は 

恐かった よ、 見ない 方が よかろう。 はは はは、 そうか、 

おそろ 

見ない となお 恐 しい、 気が済まない、 と あとへ 残る か、 

それ その 額 さ ご 

ゆび さ くちい うるし 

と 指した の は、 蜘蛛の 囲の 間に かかって、 一面 漆 

を 塗った ように 古い 額の、 胡 粉が 白く くっきりと 残つ 



と 半ば 励ます 気で 云った。 

おつかさん い 

「いいえ、 母 様が 活 きていて 下されば、 なおこん な 時 

あま 

は 甘えます わご 

と取鎚 つてい る だけに、 思い切って、 おさない もの 

、ヽ o 

レ レ 

何となく 身に 染みて、 

「私が & るから 恐く はない よご 

「ですから、 こうやって、 こうやって 居れば 恐く はな 

いので ございま すご 

思わず 背に 手 を かけながら、 謙 造 は 仰いで 額 を 見た。 

したたり ひさし 

雨の 滴々 しとしとと 屋根 を 打って、 森の 暗 さが 廂 



て、 共同墓地 にした 時に、 居 まわりに 寺がない から、 

みどう こん リ ゆう いはい 

この 御堂 を 建立して、 家々 の 位牌 を 預ける 事に した、 

そこで 回向 堂と も 称うる ので、 この 堂守ば かり、 別に 

じゅうしょく い ま やまぼう し 

住職の 居室 もなければ、 山 法師 も 宿らぬ ので ある。 

「また、 東京へ 行きます から、 もう 一度と 思って 来 ま 

した ご 

かたわら たむ け 

と 早、 離れて はいたが、 謙 造 は 傍 なる、 手 向に あ 

らぬ 花の 姿に、 心 置かる る 風情で 云った。 

「よく、 参らつ しゃる、 ちと また 休んで ござれ ご 

「ちょっと 休まして 頂く かも 知れません。 爺さん は、」 

r 私 かい。 講中に ちっと 折込み があって、 これから 



「うんに やよ、 お前 さま は 構わつ しゃら いで も、 はは 

はは、 それ、 そちらの※ 〔# 「女+ (「第 —竹」 の 「コ」 

に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 312-5U さんが 

濡れる わ、 さあさあ、 ささつし やい ご 

「済みません ねえ、」 

と 顔 を 赤らめながら、 

「でも、 お爺さん、 あなたお 濡れなさい ましょう ご 

「私 は 濡れても 天日で 干す わさ。 いや、 また まこと 困 

かんぬし どのべ つ こん しゅくぼう 

れば、 天神 様の 神官 殿 別懇 じ や、 宿坊で 借りて 行く… 

…南無 妙、」 

お つ 

と 押つ ける ように 出して くれる。 



るが、 南無 妙。 

山の端の 月に 映 じて、 ただ 独り \ィ みたり。 ：：： こ 

れ からよ、 南無 妙。 

うれ おんさ じき 

女ち と 打 笑うて、 嬉し や 候。 さらば 御 桟敷へ 参り 

そうら あと ら き 

候わん と 云いて、 跡に 付きて ぞ 歩みけ る。 羅綺 にだ 

たえざる すがた まこと ものいた わ ふまざる ひと 

も 不勝姿 、 誠 に 物 痛 しく、 まだ 一 足 も 土 をば 不蹈人 

よと 覚えて、 南無 妙。 

こらえず あまり つゆ おいま いら 

彦七 不俅、 余 に 露 も 深く 候えば、 あれまで 負 進 せ 

ひざまず じせず 

候わん とて、 前に 跪 きたれば、 女房 すこしも 不辞、 

びん うしろ ょリ かか 

便のう、 いかに かと 云いながら、 やがて 後に ぞ 靠 り 

ける、 南無 妙。 



フ タツ マナ n シュ トイ ォモテ ソソ 

ニノ 眼 ハ朱ヲ 解テ。 鏡ノ 面 ニ洒 ゲル ガゴ トク。 

ゥ ェシタ チゴゥ クチ ヮキ サ マユ ウル シ 

上下 歯 クイ 違テ。 口脇 耳 ノ根マ デ広ク 割ケ。 眉ハ漆 

モモ シォ ヌリ フリヮ ケガミ 

ニテ百 入塗タ ルゴ トク 二 シテ。 額ヲ 隠シ。 振 分 髪ノ中 

ヨリ。 五 寸計ナ ル犢ノ 角。 鱗ヲ カズ ィテ 生かで た、 

たけ しゃく あせ 

長 八 尺の 鬼が 出ようかと、 汗 を 流して 聞いて いる 内、 

月 チト暗 カリ ケル処 ニテ、 仁 右衛門が 出て 行った。 ま 

おび 

ず、 よし。 お 君 は 怯えずに 済んだ が、 ひとえに 梟の 声 

ものさびし 

に 耳を澄まして、 あわれに 物 寂い 顔で ある。 



「iB 維 傘 だよ、 この 山に はたく さん 咲く 〔# 「咲く」 は 

底本で は 「吹く 匕。 それ、 一 面に ご 

星の 数 ほど、 はら はらと 咲き乱れ たが、 森が 暗く 山 

が 薄 鼠に なって 濡れた から、 しきりな く 梟の 声に つ 

おもかげ おにび すご 

けても、 その 紫の 俤 が、 燐火の ようで 凄かった。 

たど しず 

迪る姿 は、 松に かくれ、 草に あらわれ、 坂に 沈み、 

うねうね 

峰に 浮んで、 その 峰つ づき を 畝々 と、 漆の ような のと、 

まさお しゃ 

真 蒼なる と、 赭の ごときと、 中に も 雪 を 頂いた、 雲い 

とおやま いかえ きみ 

ろい ろの 遠山に 添うて、 ここに 射返され たような お 君 

かさ は おおき くさびら 

の 色。 やがて 傘 一 つ、 山の端に 大な 蕈 のように なつ 

こうしん どう 

た 時、 二人 は その、 さす 方の、 庚申 堂へ 着いた ので あ 



る。 

と 不思議な 事に は、 堂の 正面へ 向った 時、 仁 右衛門 

は 掛金 はない が 開けて 入る ように、 と 心 着けた のに、 

雨戸 は 両方へ 開いて いた。 お 君 は 後に、 御母様が そう 

してお いたの だ、 と 言った が、 知らず 堂守の 思 違 いで 

あ つたろう。 

かまち えん とッっ 

框 がすぐ に 縁で、 取附 きが その 位牌堂。 これに は 

天井から 大きな 白の 戸 帳が 垂れて いる。 その 色 だけ 

ほのか いた じき 

仄に 明く つて、 板 敷 は 暗かった。 

じょう やれぶ すま 

左に 六 畳ば かりの 休息所が ある。 向う が 破 襖で、 

その 中が、 何 畳 か、 仁 右衛門 堂守の & る処。 勝手口 は 



裏にあって、 台所 もつ いて、 4 戸 も ある。 

が 謙 造の 用 は、 ちっとも そこいらに はなかった ので。 

前へ 入って、 その 休息所の 真暗な 中 を、 板戸 漏る 明 

を 見当に、 が たびしと 立 働いて、 町に 向いた 方の 雨戸 

を あけた。 

横手に も 窓が あって、 そこ を あける と 今の、 その 雪 

こお リ けず 

をいた だいた 山が 氷 を 削った ような 裾 を、 紅、 緑、 紫 

の 山で つつまれた 根まで 見える、 見晴の 絶景ながら、 

窓の 下がす ぐ、 ばらばらと 墓で あるから、 また 怯えよ 

うと、 それ は 閉めた ままでお いたので ある。 



小 机の、 脚 を 抉って 満月 を 透した はいいが、 雲の かかつ 

むしくい ぬ 

たように 虫 蝕の あとの ある、 塗った か、 古び か、 真黒 

な、 引出しの ない のに 目 を 着ける と …… 

「有った、 有った ご 

と 嬉しそう につと 寄って、 両手で がさがさと 引き出 

うしろ きちん 

して、 立直って 持って 出て、 縁側 を 背後に、 端然と 坐つ 

えもん 

た、 お 君の ふつく りした 衣紋つ きの 帯の 処へ、 中腰に 

かきす さ たがいち が 

なって 舁 据えて 置 直す と、 正面 を 避けて、 お 君と 互 違 

いに 肩 を 並べた ように、 どっかと 坐って、 

「これ だ。 これが なかろう もんなら、 わざわざ 足弱 を、 

く. がた 

暮 方に はなる し、 雨 は 降る し、 こんな 山の 中へ 連れて 



一昨 CQ ね。 私の 両親の 墓 は、 ついこの 右の 方の 丘の 

まっかげ おまい リ はか 

松 蔭に あるんだ が、 そこへ 参詣 をして、 墳墓の 土に、 

かおり い すみれ 

薫の 良い、 堇の 花が 咲いて いたから、 東京へ 持って 

みもと つ 

帰ろうと 思って、 三本ば かり 摘んで、 こぼれ 松葉と 一 

所に 紙 入の 中へ 入れて。 それから、 父親の &る 時分、 

おふくろ はかまい リ 

連立 つ て 阿 母の 墓参 をす ると、 い つで も 帰りが けに は、 

この 仁 右衛門の 堂へ 寄って、 世間話、 お 祖師 様の 一代 

記、 時に よると、 軍談 講釈、 太平 記 を 拾いよ みに 諳記 

じ；：' さま 

で やる くらい 話が おもしろい 爺 様 だから、 日が 暮れる 

ちょうちん 

まで 坐り込んで、 提灯 を厝 りて 帰る ことなん ぞ あつ 



たが、 筆 は 持って いたか、 そこまで は 気がつ かないが、 

現に、 そこに、 あなたと ちょうど 向い合せ の 処、」 

ふすま ひきて さ 

正面の 襖 は 暗くな つ た、 破れた 引手に、 襖 紙の 裂け 

たのが、 ばさりと 動いた。 お 君 は 堅くな つて 真直に、 

またたき 

そなた を 見向いて、 瞬 もせぬ ので ある。 

「しっかりして、 お聞き、 恐く はない から、 私が 居る 

から、」 と 謙 造 は、 自分 もちよい と 本堂の 今 は 煙の よ 

とば リ 

うに 見える、 白き 戸 帳 を 見 かえりながら、 

「私が それ を 見て、 ああ、 肖た ような と ぞっとした 時、 

そっと 顔 を 上げて、 莞爾 したの が、 お 向う の その※ 〔# 

「女+ (「第 I 竹」 の 「コ」 に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 



U + 59CA、 322-6U さんだ、 百 人 一 首の 挿画に そッ くり _ 

はッと 気がつく と、 もう 影 も 姿 もなかった。 

私 は、 思わず 飛込んで、 その 襖 を 開けた よ。 

がらん 堂に して 仁 右衛門 も 居らず。 懐し い 人 だけれ 

ども、 そこに、 と 思う と、 私 もちと 居な すった 幻の あ 

とへ は、 第一 なまぐさ を 食う 身体 だし、 もったいなく ッ 

て 憚った から、 今、 お 君さん、 お前が 坐って いる そこ 

もた 

へ 坐って ね、 机に 凭れて、」 

と 云う 時、 お 君 は その 机に ひたと 顔 をつ けて、 うつ 

おも 力げ すす 

ぶしに なった。 あらぬ 俤 とどめず や、 机の 上 は 煤 だ 

らけ である。 



に 書いて 貰う のが 例で ね。 

うち 

内ば かりじ やない、 今でも 盆に はそう だろう が、 よ 

じい さまば あさま 

その 爺 様 婆 様、 切 籠 持参 は 皆そう す るんだ つけ。 

その 年 はついに ない、 どうした のか 急病で、 仁右衛 

うめ 

門が 呻いて いました。 

さあ、 切 籠が 迷った、 白 張で うろうろ する。 

とうろう さ なが じゅばん 

ト 同じ 燈籠を 手に 提げて、 とき 色の 長 襦袢の 透いて 

うすもの すず なり おや こづれ おばあさん 

見える、 羅 の 涼しい 形で、 母 娘 連、 あなたの 祖母と 

二人 連で、 ここへ 来な すった のが、 》 〔# 「女+ (「第- 

竹」 の 「コ」 に 代えて 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 324- 

7U さんだ。 



し おやじ きぬ 

や あ、 占めた、 と 云う と、 父親が 遠慮な しに、 お 絹 

さん —— あなた、 母 様の 名 は 知っている かいご 

突 俯した まま、 すねた ように 頭 を 振った。 

「お 願？ だ、 お 願 だ。 精霊 大 まごつきの ところ、 お 馴染 

わし かか あ かど ふだ ふリま 

の 私が 媽々 の 門札 を 願います、 と 燈籠を 振 廻 わした も 

ん です。 

お つ かさん 

母 様 は、 町内 評判の 手 かきだった からね、 それに 大 

おば あ 

勢 居る 処 だし、 祖母さん がまた、 ちっと 見せたい 気 も 

あつたかして、 書いて お上げな さいよ、 と 云って くれ 

お ぅギ. J た た 

たもんだ から、 扇 を 畳んで、 お 坐ん なすった のが —— 

その 机です。 



これ は、 祖 ハルの 何々 院、 これ は 婆 さまの 何々 信女、 

そこで、 これへ、 媽々 の 戒名 を、 と 父親が 燈籠を 出し 

た 時。 

おつかさん そば かしこま 

(母 様の は、) と 傍に 畏 つた 私 を 見て、 

(謙 ちゃんが 書 くんです よ、) 

とそう 云って おくん なすって ね、 その 机の 前へ 坐ら 

せて、」 

と 云う 時、 謙 造 は 声が 曇った。 

うしろ やわら 

「すらりと 立って、 背後から 私の 手を柔 かく 筆 を 持 

添えて …… 

おつかさん、 と 仮名で 書かして 下さる 時、 この 襟へ、」 



と、 しっかりと 腕 を 組んで、 

「はら はらと 涙 を 落して おくん なすった。 

おやじ すみ のびあが 

父親 は 墨 をす りながら、 伸 上って、 とその 仮名 を 読 

んで …… 

おつかさん、」 

いいかけて 謙 造 は、 ハツと 位牌堂の 方 を 振 向いて 

力す 力 

ぞっとした。 自分の 胸 か、 君子の 声 か、 幽に、 おつか 

さんと 響いた。 

ヒィ と、 堪えかねて か、 泣く 声して、 薄暗が リをー 

つ あおって、 白い 手が 膝の 上へば たりと 来た。 

つ ツ^ も だ 

突 俯した お 君が、 胸の 苦し さに 悶えた ので ある。 



その 手 を 取って、 

「それ だもの、 忘、 忘れる もんか。 その 時の、 幻が、 

ここに 残って、 私の 目に 見えたん だ。 

かたみ おつかさん 

ね、 だから それが 記念なん だ。 お 君さん、 母 様 の 顔 

が 見えた でしよう、 見えた でしよう。 一 心に おなん な 

さい、 私が きっと 請 合う、 きっと 見える。 可哀相に、 

名、 名 も 知らん のか ご 

^ る 

と 云って、 ぶるぶると 震える 手 を、 しっかと 取った _ 

おどろ っッ せな いだ 

が、 冷い ので、 あな やと 驚き、 膝 を 突かけ、 背 を 抱く 

と、 答えがない ので、 慌てて、 引 起して、 横抱きに 膝 

へ 抱いた。 



慌 しい 声に 力 を 籠め つつ、 

「しっかり おし、 しっかり おし、」 

だき 

と 涙ながら、 そのまま、 じっと 抱し めて、 

おつかさん ねえ 

「母 様の 顔 は、 ※ 〔# 「女+ (「第 —竹」 の 「コ」 に 代え 

て 「ノ」 )、 「姉」 の 正字」、 U + 59CA、 326-15〕 さんの 姿 は、 

私の、 謙 造の 胸に ある！」 

と じっと見 詰める と、 恍惚した 雪の ような お 君の 顔 

まゆ ちょう 

の、 美しく 優しい 眉の あたり を、 ちらちらと 蝶 のよう 

ゆきか すみれ かお リ 

に、 紫の 影が 行 交う と 思う と、 堇の薫 が は つ として、 

やがて 鎚 つた 手に 力が 入った。 

お 君の 寂しく 莞爾 した 時、 寂寞と した 位牌堂の 中で、 



一見え た。 

(明治 四十 年 一 月) 
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